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青森県における大型野菜産地の現状 と経営的課題

一 屏風山地域のすいか産地を対象として 一
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対象地域は,水田中心地帯であるが屏風山地域原野採草

地など官地の解放を契機に開畑,開日が進み,第 1次減反

政策とともに,転換畑および開畑地にすいかの作付が多く

なされ,今 日の屏風山すいか産地を形成するに至っている。

本報告では,こ の地域の農業の概況と屏風山地域農家の栽

培 卜の問題 ,畑地利用や経営の方向等をアンケートの結果

から明らかにし,ま た,屏風口lす いかの市場対応について

農家の販売実態 ,出荷機関 とそこの販売経費ならびに農家

取得価格について,そ の実態 を明らかにする。

以上のことを踏まえて屏風山すいかの産地体制の再編整

備について考察する。

2 地域農業の概況

対称集落の経営概況を,1975年 世界農業センサスでみる

と,専業農家は72%で県計よりやや少ない。 ここの特徴

は 1兼 が694%,2兼 が234%で 1兼が高く農業中′心の生

計が営なまれており,経営耕地規模別農家構成は 2 ha以_L

層に占める割合が比較的高い地域である。また,主要野菜

畑作物の作付面積は,地域全体で最も多いのは,すいかで

1戸平均 921aで そのはかに大根,自莱等がある。

農産物販売金額別農家構成害1合 も,こ の地域の家計費の

現金支払約 193万 円に見合った 2111万 円以止の販売額に高い

比率 (337%)がみられた。 また,農家のアンケート調査

結果では,販売収入の第 1位 は水稲であり全体の60%を し

める。次いですいか(315%)以下メロン,加工とまと, た

ばこの順である。野菜栽培上の悩み事としてあげられるもの

に,違作障害 と思われる。すいかの急性萎凋症,生産物の

価格変動の大きいこと,農用資相価格の急騰 ,流通経費の

多いこと等があり今後の畑地禾1用 の方向についての回答では,

すいかと他の作物2～ 3の 組合せを志向する農家がかなり多

い(523%)。 したがって農家経営の今後の方向もすいかに

かけるとする農家よりも,すいか,メ ロン以外の作付を多くし

たいとする農家や施設野菜を希望する農家が多くなっている。

3 屏風山すいかの市場対応

屏風山すいかの出荷 (販売 )先の決め方をアンケートで

調査してみると,約 69%の 農家は 1カ 所出荷であり,そ の

主な理由は自分達の組合だからとか,経費が少ない,す ぐ

現金が入手等があげられている。一方, 2カ 所以_tに 出荷

する人は,分荷出荷により価格の危険分散がはかられると

い,考 え方のようである。

出荷業種別の販売取扱数量ならびに出荷先では,53年度
の場合は総計15,4001の うち業者が436%で一番多く,以
下個人売り239%,屏風1■ そ菜生産組合 (以 下生産組合と

呼ぶ)229%,農 協96%であり,農協の取扱数量が一番

少ない。また,業種″1の 出荷販売地域においても,そ れぞ

れの業種に特徴がみられ,生産組合は関東主に,農協は東

海主で関東従に,ま た,業者は東海,関東,近畿と高値を

ねらった広域な取引がなされているようである。

図 1 屏風山すいかの販売業種別取扱数量

割合 (昭和53年度 )

つぎに出荷業種別の販売経費ならびに農家取得価格につ

いてみると表 2の ようになり,III和 53年 のり当 り販売価格

(卸売価格 )では,業者が 1257円 で一番高 く広域な取引

で高値販売に努めていることが うかがわれる一方,両農協

はともに約 109円 で一番安い。 一方,集荷販売経費は生産

組合が一番少なく1り 当り336円 であり,業者も344円 で

少ない。つぎに,生産者取得価格 (1化,当 り金額 )は生産

組合が 859円 で一番高く,集 出荷経費が少なく販売価格の

高い業者が 601円 で一番低 くなっている。
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また,価格の安かった52年 においては ,生産組合や価格

補瞑額の大きい越水農協は約42円 であったが,そのはかは

これより2割強も安値であった。

表 1 屏風山すいかの業種〃1の販売地域 と販売数量

注 業者の取扱数量は推計値 {屏風山すいかの出荷
量 (統計情報事務 )―農協―屏風山生産組合一生
産者直接販売量 (ア ンケート)の 残量 とすいか取

扱業者致 Xl業者の屏風山すいか取扱平均数量の

双方を勘案 }

屏風山生産組合は53年 の地域ガ1出荷先は資料欠

表 2 屏風山すいかの業種別の販売経費 と農家取得

価格 (″ 当り ) (単位 :円 )

注 1)各業種の資料及び間取 り調査による。

2)業者欄 の生産者取得価格の算出はA― D―

業者利益。

4 産地の再編整備の課題 と方向

以_Lの ような生産上の問題や市場対応の実態から,今後

産地の安定 した発展を期するための産地の再編整備に関す

る検討結果 (現地討議会む)で は,ま ず産地の指導体制の

整備強化と主軸作日の確立があり,具体的には次の点が指

摘される。

1 すいかの単一作付の是正 とすいかを軸とする輸作体

系の導入。このことは,主軸作目の決定と栽培指導が重要

な点であり,屏風山地域で輪作 との関連において柱となる

複数の作目を検討 し,産地化を進めることを提唱 したいの

である。

2 単位面積当りの生産量の増加 (密植 ,人工交配の導

入,瑠既肥 ,緑 1巴等有機質IIE料 の投入など )。 これは,現

状の生産技術体系をいるいろ検討 して改善体系を策定 した

結果認識された点である。

3 -元的出荷 ,販売体制の確立。先の販売の実態で述

べたように,屏風山すいかの販売形態が多様であり,中で

も業者主導型の販売形態であることと農家の個別販売の多

いことにも問題があり,業者や個別販売には規格の統一,

品質管理で市場側の不.7を買うことがしばしばあり,こ の

ことは産地の名声を危うくするものである。ここに農協を

中心 とする一元出荷体制の重要性なり必要性がある。この

点については,す いかを含む野菜の今後の出荷対応志向に

ついてのアンケート調査からも,358%は農協出荷を支持 ,

277%は生産組合を支持 している。この意味するところは

現在農家の農協へのすいか出荷率は 1割弱にすぎないが ,

潜在的には ,業者よりも農協などの組織体への販売志向型

が多いことが伺える。この点を農協側がどう誘導 し発展さ

せるかは農協側の問題であり,農場の経営姿勢と販売体制

の在 り方にかかっていると言える。

いずれにしても,農協の出荷 販売体制の現状には問題

があり,今後農協が主体 となって販売を進める必要がある

と思われるが,そ の場合次の点が指摘される。

1つ は,農協が販売の主軸により得るよう販売姿勢の積

極的指向が望まれること,も う1つは農協の販売体制の強

化である。それには次のような課題が考えられる。

①販売 ,情報 ,調査にたずさわる職員の専従化 ② 市場

拡大と計画出荷の実施 ③経理の迅速化 ④現物 (畑 )の

巡回と農家への接触指導の強化 ⑤集出荷における経費削

減策の検討 ⑥貯蔵施設の具備 ⑦野菜の加工についての

検討等々が急務と考える。

5 ま  と  め

この地域は,米過剰による転作奨励を契機に,す いか産

地 として今日まで発展 してきた。しかし,こ こ数年のすい

かの価格低迷により農家の経営状態は非常な窮地に陥って

いる。こうした状況下においても現実には,生産者取得価

格がかなり低い業者扱いのシェアが一番高いことが調査結

果でわかった。そこで,そ の対応策として農協や生産組合

が販売シェアを高めつつ,将来的には農協の一π出荷によ

る主導権確立の必要性とそのための具体策を述べた。
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